








「さがっぱとteatime」は学内のカフェテリアで開催している認知
症について学び、交流する地域の憩いの場です。運営は学生と地
域住民の方、地域の社会福祉専門職の方が協力しながら行ってい
ます。学生や教員だけではなく、認知症について関心のある地域の
方、認知症当事者の方、そのご家族など様々な方が参加して、コー
ヒーやお菓子を楽しみながら学びや交流を深めています

毎年1回社会福祉シンポジウムを開催しています。これまで、「こど
もの居場所」、「若者の貧困」など人々が大きな関心を寄せるテーマ
を取り上げてきました。2020年は「若年性認知症と生きていく―
住み慣れた街で笑顔で暮らすために」というテーマで、国内外で当
事者からの声を発信しつづけている丹野智文氏を講師にお招きし
ました。シンポジウムの企画・運営には学生も積極的に携わります。

社会福祉士に関心のある学生たちが、気軽に教員やクラスメート
達と交流できるように、おしゃべりしながら一緒にランチをとる
「ランチョン・ミーティング」を月に1回開いています。地域で活動
している方をゲストに招いたり、ボランティアの紹介を行ったりす
ることもあります。少人数ならではのきめの細やかさとアットホー
ムさが本学の持ち味です。

学生のみなさんが安心して学生生活を送れるように、社会福祉士
課程単独の指導室があります。ここには担当教員が常駐し、社会福
祉士国家試験のほか、実習や就職のことなど、どんなことでも丁寧
にアットホームな雰囲気のなかで相談に応じます。また、集中して
学習できる自習スペースとしての活用もできます。社会福祉士課程
では落ち着いた静謐な学習環境を整え、学生のみなさんを全力で
応援します。
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社会福祉士課程指導室



心理学概論 社会福祉の原理と政策Ⅱ
地域福祉と包括的支援体制Ⅱ
社会保障法Ⅰ
障害者福祉
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ
ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ
ソーシャルワーク演習（基礎）

ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ
福祉サーピスの組織と経営
保健医療と福祉
刑事司法と福祉
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ
ソーシャルワーク実習Ⅱ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ

社会福祉士試験対策講座Ⅰ

人体の構造と機能及び疾病
社会学と社会システム
社会福祉の原理と政策Ⅰ
社会調査法概論
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ
ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ

社会保障法Ⅱ
児童・家庭福祉
生活保護制度
高齢者福祉
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ
ソーシャルワーク実習Ⅰ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ

ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ
権利擁護を支える法制度
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ

社会福祉士試験対策講座Ⅱ

（国家試験は例年、２月上旬に行われ、３月中旬に合格発表があります。）

２年次春、３年次夏に

課程の履修選考、
１回目の実習があります。

２回目の実習を行い、
福祉の現場を体験します。



社会福祉法人　県央福祉会
相模原市立上九沢身体障害者デイサービスセンター
支援員　本莊　亜佑美さん（2020年3月人間心理学科卒業）

私は、社会福祉士課程を経て身体障害者のデイサービスで支援員として働いています。
身体障害者のデイサービスと聞くと仕事内容がイメージしにくいかもしれません。仕事
内容は主に入浴や排泄、食事等の日常生活に関わる介助です。利用者さんとコミュニ
ケーションをとりながら、利用者さんの生活が充実するためのお手伝いをしています。
　私が働く施設の利用者さんは気持ちを伝えることが難しかったり、身体機能を十分に
使うことが難しい方が多いため、つい何事も私がやってあげようという気持ちになりが
ちです。しかしそれは利用者さんのためにはなりません。この利用者さんは何ができる
のか、何がしたいのか、どうすれば利用者さんは気持ちを伝えられるかを考え続け、利

用者さんのできる力を奪わないことも支援のひとつだと考え仕事に励んでい
ます。できる力は利用者さんの強みでもあります。強みは福祉の専門用語では
｢ストレングス｣といい、社会福祉士課程で学ぶなかで何度も出てくる言葉で
す。学生時代は様々な専門知識を身につけることができました。そしてその知
識を元に福祉現場で働くことで、｢ストレングス｣を奪わないための支援とはど
ういうものだろうかと考えながら実践することができました。
　社会福祉士課程では大学生時代に座学や学生同士の話し合い、福祉現場
での実習など多角的な視点から福祉の基礎を学ぶことができます。この福祉
の基礎を現場で実践することで、より良い支援に活かされてくるのではないか
と感じています。

社会福祉法人　横浜市リハビリテーション事業団
横浜市総合リハビリテーションセンター　総合相談部　相談調整課
ソーシャルワーカー　西中間　美羽さん（2020年3月人間心理学科卒業）

　私は現在、横浜市総合リハビリテーションセンターでソーシャルワーカーとして働い
ています。
　現在所属している部署は相談部門になり、主に電話や面接で子どもの発達に関する
相談を受けています。ご相談内容は子どもの発達のご相談をはじめとして、幼稚園や保
育園選びの視点、ご家族のこと、福祉制度についてなど、実に多岐に渡ります。面接で
は、お話をうかがうなかで必要な支援やサービスを親御さんと一緒に考え、今後の方針

を決めるお手伝いをしています。また必要に応じて関係機関と連携し、お子さんがご家庭や地域集団で安心し
て過ごせるよう調整を行っています。
　ソーシャルワーカーという仕事は自分だけで解決していくのではなく、他職種や関係機関との連携が求めら
れます。そのため、自分だけで抱えこまず、誰かに相談する力が必要になります。社会福祉士課程の勉強はもち
ろんですが、普段から誰かに相談することを意識し身につけておくと、今後の仕事にも役立つと思います。
　制度の知識だけでなく、臨機応変な対応や柔軟な思考も求められる仕事で、私も先輩職員に相談する毎日で
す。親御さんにこの人になら話したい、相談したい、と安心して思っていただけるようなソーシャルワーカーを
めざしています。




